
患者さまの権利

・ 個人として常にその人格を尊重される権利があります。

・ 良質な医療を平等に受ける権利があります。

・ 十分な説明を受ける権利があります。

・ 自分が受ける医療に参加して自ら決定する権利があります。

・ 自分が受けている医療について知る権利があります。

・ 診療上の個人情報やプライバシーが守られる権利があります。

適切な栄養摂取：

消化吸収の良い食事を運動前にとり、運動後の適切なタイミングで

蛋白やビタミンを含む栄養を摂取する。

適切な運動：

呼吸筋や体幹の筋肉を鍛え、体力を維持する。

適切な吸入治療：

適切な方法で吸入薬を使用する。

現在のCOPDの治療では、主に気管支を拡げる吸入薬が使われています。しかし、単に吸入薬を
使用するだけでは、筋肉量を維持するには十分ではありません。

COPDの患者の健康を支えるには、次のような総合的アプローチが必要です。

COPD教育・リハビリ入院を4月から開始します

COPD（慢性閉塞性肺疾患）は、さまざまな原因で慢性的に吸った
息を吐きだししにくくなる疾患です。進行すると体重が減少し、呼吸
によって二酸化炭素を体外に十分排出できなくなり、最終的には二酸
化炭素が貯留する呼吸不全に至ることがあります。

では、なぜCOPDの患者は痩せていくのでしょうか？

健康な人が呼吸で消費するカロリーは1日あたり36kcalから76kcal程度です。これは卵1個
(80kcal)とほぼ同じです。

一方、COPDの患者は呼吸だけで1日あたり430kcal～720kcalものエネルギーを消費するといわれ
ています1)。その結果、筋肉が減少し、成人でありながら小児の筋肉量で呼吸をしなければならない
状態になり、疲労が蓄積しやすくなります。こうした悪循環に陥る前に、適切な対策をとることが
大切です。

COPD（慢性閉塞性肺疾患）とは

治療のポイント

こうした包括的なケアを実践するには、正しい知識を学び日常生活に取り入れることが大切です。
そのため、COPDの教育を含めたリハビリ入院の要望が多方面からあったため、医師・看護師・理学
療法士・薬剤師・管理栄養士がチームを組み、プログラムを作り上げ、2025年4月から教育・リハビ
リ入院を開始する予定です。例えば、COPD罹患後吸入治療をしていたが、体重が減少してきて、ネ
ットの動画などみて自分なりに工夫をして改善を図ったが体重が増えず、どうしたらよいか悩んでい
る方などが治療の適応となります。

例えば、運動前にエネルギー源となる食事を摂り、運動後にタンパク質やビタミンを含む栄養を摂
取することで、筋肉の修復を助けることができます。
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教育入院では、肺の気腫の状態・筋肉量を測定するためにＣＴ検査、肺活量や1
秒率を測るため肺機能検査、全身の筋肉量を測定するInBody検査、骨粗鬆症の有
無をしらべるため骨塩定量、心エコー検査、血液検査が行われ、その結果に基づ
き、リハビリ指導や栄養指導が個別で行われます。

COPD教育入院について

1)BrownSE, Light RW, et al. : What is now known about protein-energy depletion: When copd patients 

are malnourished. J Respir dis, 4: 36-50, 1983.

退院後も、治療が継続できるようにサポートします。各種検査の結果は紹介元の

開業医の先生に送付し、吸入治療や定期的な診察を継続していただきます。当院では、患者の呼吸機
能や筋肉量を追跡するため、数カ月ごとの定期受診をお願いする予定です。

COPDと診断された方の中には、「吸入治療を続けているが体重が減ってしまう」「ネットでしら
べて工夫しているが、なかなかうまくいかない」といった悩みを抱えている方が多くいるでしょう。
教育・リハビリ入院は、そのような方にとって助けになる可能性があります。

ご興味がある方は、かかりつけ医に相談してください。

新任医師のご紹介

●総合内科

村上 芽玖美 (むらかみ めぐみ)
昨年度は主に救急外来で、今年度からは総合診療部
でお世話になります。
至らない点もあるかと思いますが、患者さまのため
に日々精進してまいりますので、よろしくお願いい
たします。

髙梨 真樹 (たかなし なおき)
患者さま1人1人に寄り添った診療を心がけていきま
す。ささいなお悩みでもお気軽にご相談下さい。

●呼吸器内科

網屋 沙織 (あみや さおり)
地元である池田の皆さまのお役に立てるよう、日々
努力してまいります。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

藤本 豪 (ふじもと ごう)
至らぬ点も多々あるかとは存じますが、地域の皆さ
まのお役にたてるよう、日々尽力致しますので、何
卒宜しくお願い申し上げます。

阪本 直優 (さかもと なおひろ)
池田市民の皆様のお役に立てますように、努力して
参りますので、何卒よろしくお願い致します。

●腎臓内科

谷口 裕郁 (たにぐち ひろふみ)
市立池田病院で初期研修より3年間働かせていただき
外部病院で1年間過ごし帰って参りました。池田市民
の皆さまに還元できるよう努力して参りますので、
よろしくお願いいたします。

井上 雅隆 (いのうえ まさたか)
初期研修から継続してお世話になります。
池田市民の皆さまのために今まで以上に、頑張りま
す。

●消化器内科

福武 伸康 (ふくたけ のぶやす)
胆膵疾患に対する内科的治療や内視鏡処置を専門と
しています。これまでの経験を基にして地域の医療
に貢献できるよう努力してまいります。
よろしくお願いいたします。

齊木 浩二 (さいき ひろつぐ)
地域の皆さまのお役に立てるよう、頑張りたいと思
います。
どうぞ宜しくお願い致します。

中山 俊雄 (なかやま としお)
患者さまに寄り添った医療を提供できるよう努力し
ます。よろしくお願いいたします。

花房 賢爾 (はなふさ けんじ)
消化器疾患の診療を通して、地域医療に尽力できれ
ばと考えております、宜しくお願い致します。

飯原 卓哉 (いいはら たくや)
専攻医としてお世話になります。
未熟ですが患者さまに寄り添った丁寧な診療を心が
けて参ります、何卒よろしくお願いいたします。

奥野 巴琉音 (おくの はるね)
この度ご縁があり市立池田病院に赴任することにな
りました。
精一杯頑張りますのでよろしくお願いします。
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●産婦人科

塩見 まちこ (しおみ まちこ)
患者さまに寄り添った医療を提供できるよう心掛けて
います。よろしくお願い致します。

西村 かれん (にしむら かれん)
患者さまに寄り添った丁寧な診療を心がけています。
あらゆるライフステージの女性をサポートできるよう
日々精進します。

3月
採用

●糖尿病・内分泌内科

藤田 有可里 (ふじた ゆかり)
後期研修で3年間市立池田病院でお世話になり、そ
の後10数年大阪大学で診療と研究に携わりました。
再度市立池田病院に帰ってくることができ嬉しく思
っております。よろしくお願いします。

橋本 敦史 (はしもと あつし)
市立池田病院で2年間研修し、この度専攻医として
引き続きお世話になることとなりました。日々精進
し、患者さまのお役に立てるよう努力してまいりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

●消化器外科

井上 彬 (いのうえ あきら)
前任地(大阪急性期・総合医療センター)では大腸癌
に対するロボット手術やがんゲノムに基づいた薬物
療法に従事してまいりました。医療スタッフの皆様
方と連携しながらチーム医療を行っていきたいと思
います。至らない点も多々あると思いますが、どう
ぞ宜しくお願い申し上げます。

竹田 佑 (たけだ ゆう)
外科医として、安全で低侵襲な治療を提供し、患者
さまに寄り添った診療を行うよう精進してまいりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

和田 隆太郎 (わだ りゅうたろう)
初期研修に引き続き、外科専攻医としてお世話にな
ることとなりました。池田市の医療に貢献できるよ
うに精一杯頑張りますのでよろしくお願いいたしま
す。

●泌尿器科

泉 はるか (いずみ はるか)
4年ぶりに市立池田病院で勤務させて頂きます。みな
さまのお力になれるよう頑張ります。よろしくお願
いいたします。

中村 槙志 (なかむら まきし)
2年ぶりに市立池田病院で勤務させていただくことと
なりました。日々精進して参りますので、よろしく
お願いいたします。

阪井 達哉 (さかい たつや)
患者さまにより良い医療を提供できる様日々精進し
て参ります。どうか宜しくお願い致します。

●整形外科

西村 卓真 (にしむら たくま)
患者さん一人ひとりに寄りそいながらよりよい診療
を提供できるよう努めてまいります。

●形成外科

前川 真理 (まえかわ まり)
形成外科医として患者さまに寄り添った丁寧な診療
を心がけています。
宜しくお願いいたします。

●皮膚科

川喜田 遥香 (かわきた はるか)
約1年ぶりに再度市立池田病院皮膚科に赴任となりま
した。初心を忘れずに丁寧な診療を心がけたいと思
います。どうぞよろしくお願いいたします。

黒崎 友木穂 (くろさき ゆきほ)
地域の皆さまに貢献できるよう、日々精進して参り
ます。どうぞよろしくお願い致します。

●眼科

石原 誠都 (いしはら まさと)
後期研修医として、眼科入局後一年間大阪大学にて
研修しました。その後、宮崎県の宮田眼科病院にて2
年間勤務しました。精一杯頑張りますので、よろし
くお願いいたします。

●リハビリテーション科

西村 貴雅 (にしむら たかまさ)
患者さんの立場に寄り添い、池田市の皆さまの健康に
微力ながら寄与させていただければ幸いです。精一杯
頑張りますので、何卒よろしくお願いいたします。

●麻酔科

鈴鹿 隆教 (すずか たかのり)
患者さまが少しでも安心できる、安全な麻酔を心がけ
させていただきます。よろしくお願い申し上げます。

●血液内科

山﨑 隆一郎 (やまさき りゅういちろう)
初期研修医として育てていただいたこの病院に、専
攻医として引き続き勤務させていただくこととなり
ました。血液内科の治療は複雑で長きにわたること
もありますが、どんな局面でも皆さまとともに一歩
ずつ歩んでいければと思います。



当院では2022年1月より導入を始め、現在では延べ40名
の患者さまが腹膜透析を導入しました。高齢の方もおられ
ます。

栄養管理科

そら豆サラダ

① そら豆の黒い部分の反対側に浅く切り込みを入れておく。
② 鍋に湯を沸かし、塩を加え煮立ってきたらそら豆を入れる。

豆が膨らみ、鮮やかな緑色になるまで３～５分茹でる。
③ ザルに上げて冷まし、薄皮をむく。
④ 新玉葱を薄切りに切り、かに風味かまぼこをほぐす。
⑤ そら豆と④をドレッシングで和える。

そら豆はさやが上に向かって伸びるようにつ
くので「空を向いた豆」が名前の由来とも言わ
れています。

4月から6月が旬の時期になり、6月頃に収穫
されるそら豆はより風味が強くなります。
疲労回復を促進するビタミンB1、粘膜細胞の

保護・再生に役立つビタミンB2が豊富です。
カリウム、鉄、亜鉛、銅などのミネラル類も

多く含まれています。

そら豆 80g
塩 適量
新玉葱 50g
かに風味かまぼこ 30g
和風ドレッシング 大さじ１

〒563-8510
大阪府池田市城南３丁目１番１８号
ＴＥＬ 072-751-2881（代表）
ＦＡＸ 072-754-6374
ＵＲＬ https://www.hosp.ikeda.osaka.jp
編集・発行：市立池田病院 広報委員会

ご意見箱を院内に設置し
ておりますので、病院だよ
り等のご意見・ご感想等を
お寄せください。

アカウント：

ikeda_city_hospital

市立池田病院
ホームページ

お問合わせ

今月の一品
材料（2人分）

作り方

腹膜透析をはじめました

透析と言えば血液透析を思い浮かべる方が多いでしょう
が、腎代替療法には腹膜透析もあります。

腹膜透析とは、自分のお腹に透析液を入れて腹膜で透析
を行います。
自宅で患者本人や家族によって実施します。血液透析に

比べ、身体への負担が軽いのが最大のメリットです。

腎臓が悪く近いうちに透析が必要と言われている方は、
一度かかりつけの先生に相談してみても良いかもしれません。

令和6年1 0月1日から導入された「長期収載品の選定療養」は、国民皆保険制度を維持するため

の取り組みです。後発医薬品（ジェネリック医薬品）がある先発医薬品を希望する場合、特別料金

をご負担いただくことになります。

対象となるのは、以下のいずれかの条件を満たす先発医薬品です。

1 .後発医薬品が市販されて5年以上経過した先発医薬品

2 .後発医薬品への置換率が5 0 %以上の先発医薬品

後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）の
選定療養について

ご負担いただく金額は、先発医薬品と後発医薬品

の薬価差の4分の1に消費税を加えた額です。ただし、

医療上の必要性がある場合は、特別料金の対象外と

なります。

将来にわたり国民皆保険制度を守るため、皆さま

のご理解とご協力をお願いいたします。

https://www.hosp.ikeda.osaka.j/

